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本研究領域では、種々の生命現象の制御につながると想定される DNA メチル化、ヒストン修飾や

高次クロマチン構造などによる非ゲノム情報が、どのように複製されるかについて幅広い研究が展開

され、分子メカニズムに関するいくつかの重要な発見を含む特筆すべき成果を挙げており、期待どお

りの進展が得られた。若手育成に関しても、十分な取り組みがなされ、採択当時の趨勢に合致した研

究領域の創生に貢献したものと評価される。

一方で、これらのエピゲノムに関連する非ゲノム情報の複製が、種々の生理的現象や病態および老

化などに対し、具体的にどのように関わっているのかについては、今後に残された重要な課題と考え

られる。本研究領域の研究期間終了後においても、本研究領域を基盤とし、そこで培われた連携研究

を更に展開させることにより、DNA メチル化以外の分子機序の更なる解明に加え、多階層で構成さ

れるエピゲノム複製機序が生理的・病態的現象へ関与するメカニズムについて解明を進めることによ

り、世界的に研究が活発な非ゲノム情報領域の中で、独自のコンセプト形成につなげることが期待さ

れる。


